
   ＪＲ加古川線の維持・存続を求める決議  

 

 

 西日本旅客鉄道株式会社は、令和４年２月の定例会見において、大

量輸送機関としての鉄道の特性を発揮できないとする輸送密度が１日  

 2,000人未満の線区 17路線 30区間を公表し、同年４月には同対象区間

の収支を発表した。  

 その 17路線 30区間の中には、西脇市を通る加古川線の西脇市駅から

谷川駅までの区間が含まれ、当該区間の収支率が近畿管内で最も低い

ことから、地域住民は廃線の危機を感じている。  

地方にとって、鉄道は重要な交通機関だけでなく、地域経済の活性

化や持続可能な社会を実現するために、多大な役割を果たすものであ

る。  

採算性のみで廃線が議論されることがないよう、加えて、兵庫県の

「ＪＲローカル線維持・利用促進検討協議会」において、先日とりま

とめられた利用促進策に取り組むことが重要であり、西日本旅客鉄道

株式会社の理解と協力を強く求めるものである。  

 

 以上、決議する。  

 

 

  令和５年２月 24日  

 

 

                    西  脇  市  議  会  

 


